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稲
作
転
換
目
標
数
量
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
百
六
十
七
ト
ン

　
米
の
生
産
調
整
も
五
年
目
を
迎
え

本
年
の
稲
作
転
換
目
標
数
量
四
百
六

十
七
ト
ン
が
本
市
に
割
り
当
て
に
な

り
、
去
る
三
月
二
十
九
日
農
事
連
絡

員
会
議
を
通
じ
お
願
い
し
ま
し
た
が

本
年
も
農
家
別
目
標
数
量
は
示
さ
ず

転
作
等
希
望
者
か
ら
配
布
済
み
の
稲

作
転
換
実
施
計
画
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お
補

助
金
の
額
は
昨
年
と
同
様
で
す
。

　
米
の
予
約
限
度
数
量
に
つ
い
て
亀

農
家
別
の
限
度
数
量
は
示
さ
ず
、
指

定
集
荷
業
者
へ
六
月
五
日
ま
で
に
予

約
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
ぎ
、
県

か
ら
指
示
さ
れ
た
限
度
数
量
と
比
較

調
査
し
て
各
農
家
へ
指
示
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
本
年
か
ら
単
純
休
耕
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
新
規
に
転
作
等
を

行
な
う
水
田
と
昨
年
に
引
続
き
転
作

不
動
産
の
売
買
と
税
金

　
土
地
家
屋
の
売
買
と
家
屋
の

新
築
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
税

金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

買
っ
た
と
き
と
新
築
し
た
と
き

　
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
三
％

売
っ
た
と
き

　
所
得
税
（
国
税
）
二
十
％

　
市
、
県
民
税
　
　
六
％

　
た
だ
し
取
得
し
て
か
ら
五
年

以
内
に
売
っ
た
場
八
コ
の
短
期
譲

渡
所
得
の
計
算
方
法
や
、
諸
控

除
の
特
例
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
不
明
の
点
は
税
務
署
、

財
務
事
務
所
、
ま
た
は
市
税
務

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

等
を
行
な
う
水
田
は
必
ず
稲
作
転
換

実
施
計
画
書
に
記
入
し
て
来
る
五
月

二
十
日
ま
で
に
市
農
林
課
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

　
非
農
家
の
方
も
農
事
連
絡
員
あ
る

い
は
、
市
農
林
課
ま
で
お
い
で
い
た

だ
き
稲
作
転
換
実
施
計
画
書
に
記
入

し
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
直
接
担
当
業
者
に

　
　
し
尿
く
み
取
り
の
申
し
込
み

　
し
尿
の
く
み
取
り
は
つ
ぎ
の
業
者

に
委
託
、
収
集
し
て
お
り
ま
す
が
、

し
尿
く
み
取
り
の
申
込
み
は
直
接
担

当
業
者
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
み
方
法
は
口
答
、
電
話
、
ハ
ガ
キ

い
ず
れ
で
も
結
購
看
、
す
。

　
担
当
業
者
等

　
先
日
市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通

じ
「
し
尿
く
み
取
り
区
域
割
一
覧

表
」
を
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
が
、

ご
覧
の
上
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
す
る
が
や
清
掃
社
（
西
寺
町
）

　
　
　
　
　
　
曾
二
ー
二
〇
一
八
番

　
津
南
清
掃
社
（
稲
荷
町
三
南
）

　
　
　
　
　
　
曾
二
－
三
七
〇
七
番

　
下
条
清
掃
社
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
　
　
曾
五
；
二
〇
四
六
番

　
（
仮
称
）
西
小
学
校
建

　
設
構
想
決
ま
る

　
市
で
は
、
十
日
町
小
学
校
と
川
治

小
学
校
の
一
部
を
分
離
し
（
仮
称
）

習舗甘四
山池中＋月
　　　　　　　の
智・魯田曾条魯影

1医1医1病鴇日
2院2院3院3院救
埼1誘1療1南急
4史1内8－1ツ医
番．番ユ番　番南

西
小
学
校
を
建
設
す
る
構
想
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
建
築
設
計
内
容
に

つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
県
教
委
の
承
認

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
仮
称
）
西
小

学
校
は
昭
和
五
十
一
年
開
校
を
め
ざ

し
て
急
ピ
ッ
チ
に
作
業
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
校
舎
は
管
理
榛
一
棟
及
び
教
室
棟

一
棟
で
、
四
六
八
三
平
方
材
、
屋
内

体
育
館
一
一
八
六
平
方
嫉
で
十
九
学

級
の
児
童
が
勉
強
で
き
る
施
設
で
す

　
こ
の
施
設
の
う
ち
、
昭
和
四
十
九

年
度
は
教
室
棟
二
千
平
方
耕
の
建
設

に
着
手
す
る
方
針
で
す
。

　
（
仮
称
）
西
小
学
校
の

　
建
設
計
画

　
昭
和
四
十
九
年
度
－
用
地
造
成

第
一
期
工
事
。
建
築
工
事
着
手
。

　
昭
和
五
十
年
i
建
築
工
事
継
続

敷
地
整
備
工
事
。
グ
ラ
ウ
ソ
ド
整
備

工
事
。
昭
和
五
十
一
年
ー
四
月
一

日
開
校
。
プ
ー
ル
建
設
工
事
．

　
ご
利
用
く
た
さ
い

　
中
小
企
業
振
興
資
金
制
度

　
○
設
備
資
金

　
、
貸
付
限
度
額
　
、
、
一
百
万
円
以
内

　
岱
只
秤
円
期
閣
間
　

h
ハ
カ
H
q
柵
循
置
を
へ
凸

　
　
　
　
　
　
み
六
レ
カ
月
返
済

　
貸
付
利
率
　
年
八
％

　○

商
店
街
等
近
代
化
資
金

　
貸
付
限
度
額
　
一
、
．
百
万
円
以
内

　
貸
付
期
問
　
一
力
年
据
置

　
　
　
　
　
　
六
牡
カ
月
返
済

　
貸
付
利
率
　
年
八
％

　
○
蓮
転
資
金

　
貸
付
限
度
額
　
．
、
百
万
円
以
内

　
貸
付
期
間
　
、
．
十
四
カ
月
返
済

　
貸
付
利
率
　
年
八
％

　
※
今
年
は
設
備
資
金
の
貸
付
期
間

　
三
年
を
．
五
年
に
延
長
と
、
、
貸
付

　
利
率
年
七
・
五
％
を
年
八
％
に
、

　
引
上
げ
ま
し
た
、

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
御
陣
荘
」
の
使
用
料

　
改
定

　
＋
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で

は
、
郡
市
内
の
老
人
や
婦
人
の
方
々

か
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
津
南
町
に
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
御
陣
荘
」
を
つ
く
り
、
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
使
用
料
金
は
、
大
人
百
五
十
円

（
団
体
百
二
十
円
）
こ
ど
も
七
十
円

で
す
が
、
各
室
を
専
用
使
用
す
る
場

合
の
料
金
を
つ
ぎ
の
と
お
り
改
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

、
．
－
房
ア
、
ソ
主
．
日
　
吾
鐘
，

場
研
修
室
7
　
．
、
．
．
8
円

播
老
人
室
〃
　
．
、
二
〇
〇
円
、

用
　
相
談
室
二
号
）
　
〃
　
　
　
五
〇
〇
円
一

ド
ま
ん
…
剛
一
　
〃
　
一
．
．
号
）
　
〃
　
　
　
五
〇
〇
円

專
　
、
、

ノ暖
レ

各室を専

イ 大会
，ヤ

　房l
i
使 広議
P用

：料料 間室

4
回 人

〃　　　ノ

．二一
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（
』
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交
通
事
故
防
止
に

　
ご
協
力
を

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
四
月

四
日
か
ら
十
五
日
ま
で
こ
ど
も
と
老

人
の
事
故
防
止
を
重
点
に
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
市
内
で
も
最
近
踏
切
事
故
な
ど
で

死
傷
者
を
出
す
な
ど
悲
惨
な
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
注
意
し

交
通
事
故
防
止
運
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

◎億懸
、癩．薫
　　　　　　　置く廷

　
藤
田
氏
ら
を
表
彰

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
春

日
市
長
）
は
、
去
る
三
月
二
十
五
日

市
役
所
で
交
通
安
全
運
動
に
尽
力
さ

れ
た
一
個
人
四
団
体
を
裏
彰
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
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劉
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彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

　
藤
田
豊
平
氏
（
交
通
指
導
員
）

熱ろ鱒
　　　　　　　搾．斗一　ガ

謬函、ゆ～翫

嘉鋤灘

翻
鞠

　
　
　
　
　
　
　
吻
〆

養
・
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

》
灸
し
＜
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
ノ
撃

街
頭
指
導
等
で
学
童
や
一
般
市
民

　
の
交
通
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
た

星
儀
織
物
㈱
　
社
員
の
安
全
及
び

　
地
域
の
模
範

水
沢
中
学
校
　
交
通
安
全
運
動
に

　
積
極
的
に
参
加

水
沢
中
央
保
育
園
母
の
会

　
水
沢
南
部
保
育
園
母
の
会

　
積
極
的
に
親
子
安
全
教
育
を
推
進

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
香
典
返
し
　
阿
部
清
七
（
田
中

西
）
…
十
二
万
三
千
円
（
市
農
林
事

業
振
興
資
金
に
）
、
柳
儀
一
（
吉
田

山
谷
）
・
⊥
万
円
、
山
内
与
喜
男

（
本
町
二
）
…
十
万
円
、
蕪
木
良
吉

（
西
寺
町
）
…
五
十
万
円

　
社
会
福
祉
事
業
　
飯
林
織
物
㈱
…

三
万
旧
（
雪
の
芸
術
作
品
賞
金
）
、

斉
木
忠
夫
（
南
鐙
坂
）
：
二
万
円
、

　
青
年
海
外
派
遣
、
青
年
の
船

　
団
員
募
集

　
期
限
四
月
二
十
四
臼
（
県
青
少
年

福
祉
課
）
く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
委

社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

■市　勢／人ロ…50，406人（男24，356人・女26，050人）／世帯数…11・333／面精…211・44K㎡（3月1日現在）

粛簿

，
．
菱
寵
き
蓼
毒

燭

妻
、
露
糠
　
’

欝辮難優灘購脳嚢
る

灘
ノ
ヂ
　
　
　
　
欺

臼
、
　
羅
－

勲o穏毎珍
塁

．
綿謙騰議役欝嚥

蟹藩グ総灘業編

　　　　鞭　　　馨

　　襲

懸

農家の人達は豊作を祈って苗代づくりに

精出している。

苗床に播かれた種から生き生きとした苗

Oが育つことだろう
’隻。’癌雲抄

べ

　「ことしは、10日以上も作業が遅れたが、保温折

衷苗代で発芽を早め5月24日頃田植えをしたい一。」

と生越真治（上新田）さんは話していました。0
9

／1

伽
罰

　
　
　
　
　
　
11

5
、
■市勢／人ロー50，302人（男24，322人・女25，980人）／世帯数…・11，326／面積一211・44K㎡（4月旧現在
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市
役
所
で
は
、
老
人
や
心
身
の
恵
ま
れ
な

い
人
達
へ
暖
か
な
手
を
さ
し
の
べ
、
だ
れ
も

が
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ

な
施
策
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
四
月
幽
日
か
ら
、
老
人
医
療
費
助

成
や
乳
児
、
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
そ
の
範
囲
を

拡
大
し
ま
し
た
。

．
ち
森
躍
．
ー
．
∴
霧
”
溢
ギ
リ
，
∴

乙
＝
隔
一

照
甘
～

　
老
人
が
健
康
で
明
る
い
老
後
を
過

ご
す
た
め
、
昭
和
四
＋
八
年
一
月
か

ら
市
内
在
住
の
七
十
歳
以
上
の
老
人

が
お
医
者
さ
ん
の
治
療
を
受
け
た
場

合
の
医
療
費
を
助
成
す
る
老
人
医
療

費
助
成
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
，
国

保
加
入
老
及
び
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
が
受
診
し
た
場
合
、
医
療
機
関
に

自
己
負
担
分
三
割
を
支
払
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
ん
ど
は
老
人
医
療
費
と

し
て
別
に
支
払
う
制
度
が
で
き
た
わ

け
で
す
。
個
人
の
負
担
が
な
く
な
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
所
得
制
限
と
い
っ
て
、

難
　
　
！
”

おばあちゃん……血圧は正常だけ

ど余り無理しないようにね。

　　　（4月26日十日町病院で）

一
定
の
基
準
以
上
の
所
得
の
あ
る
方

は
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
こ
の
所
得
制
限
を
四
月

一
日
か
ら
撤
廃
し
、
七
十
歳
以
上
の

老
人
は
す
べ
て
医
療
費
助
成
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
，
ま
た
、
つ
ぎ
の
医

療
費
助
成
車
業
に
つ
い
て
も
同
様
に

所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

　
鰯
六
十
五
歳
～
六
十
九
歳
ま
で
の

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
及
び
ね
た
き
り

老
人
の
医
療
費
助
成

　
籔
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

事
業
（
重
度
心
身
障
害
者
、
重
度
精

神
薄
弱
者
、
重
度
身
体
障
害
者
）

国
保
の
場
合
助
成
申
請
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん

　
老
人
医
療
費
及
び
乳
児
、
妊
産

婦
医
療
費
、
ひ
と
り
暮
ら
し
及
び

ね
た
き
り
老
人
医
療
、
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
の
該
当
者
の
方
で

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

場
合
、
医
療
機
関
に
保
険
証
と
医

療
証
を
提
示
す
る
だ
け
で
助
成
申

請
書
（
老
人
医
療
の
場
合
は
請
求

書
）
は
持
参
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
歯
科
医
の
場
合
、

及
び
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
従
来
通
り
必
要
で
す
の
で
、

市
保
健
課
又
は
市
社
会
福
祉
事
務

所
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
係
か
ら
お
願
い

　
転
勤
等
で
住
所
変
毘
し
た
場
合
．

や
保
険
の
異
動
、
保
険
証
の
記
号
皿

等
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
一

市
保
健
課
又
は
市
社
会
福
祉
事
務
｛

所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
届
出
…

の
な
い
場
合
、
医
療
機
関
や
保
険
…

組
合
に
迷
惑
が
か
か
る
ば
か
り
で
一

な
く
、
本
人
か
ら
医
療
費
の
全
額
…

を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
一

り
ま
す
。

妊
産
婦
の
所
得
制
限
を
撤
廃

乳
児
、
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度

　
先
天
性
異
常
児
の
発
生
や
乳
児
の

死
亡
を
減
少
さ
せ
、
妊
産
婦
に
健
康

な
状
態
で
じ
ょ
う
ぶ
な
赤
ち
ゃ
ん
を

生
ん
で
貰
う
た
め
、
乳
児
（
一
歳
未

満
）
、
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
妊

産
婦
に
つ
い
て
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
と
し
四
月
一
日
か
ら

こ
の
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
全
部

が
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
の
済
ん
で

乳児の死亡を減少させ、妊麿婦に
健康な赤ちゃんを生んで貰うため
乳児、妊崖揚の医療費助成制麿を
実施しています。

い
な
い
方
は
、
母

子
健
康
手
帳
、
印

か
ん
、
保
険
証
、

銀
行
又
は
農
協
の

普
通
預
金
通
帳

（
国
保
を
除
く
）

を
市
役
所
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
の
点
は
市
保

健
課
へ
お
間
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
を
受
け
る
場
合

　
国
民
健
康
保
険
の
場
合
“
保
険
証

及
び
受
給
資
格
証
を
医
療
機
関
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
（
助
成
申
請
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　
社
会
保
険
の
場
合
“
保
険
証
、
受

給
資
格
証
、
医
療
費
助
成
申
請
書

（
新
し
い
用
紙
に
変
わ
り
ま
し
た
。

受
診
の
前
に
市
保
健
課
へ
）
を
医
療

機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

…
母
子
栄
養
食
品
を
支
給

難
鱗
繍

　
　
　
　
参
の
う
え
市
像
健
課
に
…

…
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
　
①
生
活
保
譲
世
帯
、

…
の
当
該
年
度
の
市
町
村
民
税
非
課
…

…
税
世
帯
、
③
前
年
分
の
所
得
税
非
…

一
課
税
世
帯
。

　
対
象
期
聞
　
妊
婦
の
場
合
、
妊
…

｝
娠
五
カ
月
目
か
ら
六
カ
月
間
と
産
…

…
後
三
カ
月
間
、
乳
児
は
生
後
四
力
…

騨
月
目
か
ら
誕
生
月
迄
の
九
カ
月
間
…

無
料
交
通
事
故
相
談

所
を
開
設

　
　
毎
月
第
三
木
曜
日
に

　
交
通
事
故
を
受
け
た
被
害
者
及
び

そ
の
家
族
の
方
を
対
象
に
、
市
役
所

市
民
相
談
室
で
無
料
交
通
事
故
相
談

所
を
開
設
し
ま
し
た
。
相
談
員
は
県

交
通
事
故
相
談
員
が
あ
た
り
ま
す
。

　
日
程
は
、
毎
月
第
三
木
曜
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
交
通
事

故
で
お
困
り
の
方
は
気
軽
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

“
美
し
い
ふ
る
さ
と
運
動
”

十
日
町
青
年
会
臓
所
が
呼
び
か
け

　
十
日
町
青
年
会
議
所
（
関
口
耕

二
理
事
長
）
は
、
自
分
達
の
ま
ぢ
は

自
分
達
の
手
で
き
れ
い
に
と
美
し

い
ふ
る
さ
と
運
動
を
展
開
し
て
㌧

ま
す
Q

　
ま
ず
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
家
の
ま
わ
り
を
清
掃
す
る
「
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
と
、
植
樹
や
花
を
い

っ
ば
い
に
す
る
「
グ
リ
ー
ン
作
戦
」

を
運
動
の
柱
と
し
て
市
民
の
み
な

さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
　
十
日
町
青
年
会
議
所
は
こ
の
運

動
の
　
環
と
し
て
、
雪
消
え
の
四

月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
、
雪
ま
つ

り
で
使
用
し
た
場
所
の
清
掃
、
ご

み
の
跡
始
末
な
ど
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
第
一
回
目
の
清
掃
に
は
、

雪
ま
つ
り
に
参
加
さ
れ
た
ふ
る
さ

と
広
場
部
会
（
3
0
団
体
）
の
人
達
も

参
加
。
水
月
寺
広
場
や
十
日
町
4

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
城
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
は
、
み
る
み
る
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
私
達
の
ま
ち
は
私
達
の
手
で
」

と
創
ろ
う
美
し
い
ふ
る
さ
と
運
動

　
　
春
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
い
話

題
と
い
え
ま
し
ょ
う

十
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ふ
る
さ
と
広

場
都
会
の
若
者
の
手
で
、
み
る
み
る

き
れ
い
に
な
っ
た
…
・

（第3種郵便物認可）昭和49年5月10日と劣ゴ『夢当（3）

今年から自動車文庫お目見え
　　　　　市制20周年記念事業
＊＊＊車名募集＊＊＊
　自動車文庫の愛称をつぎのとおり募集します。多数ご応募ください・
はがきに愛称（ひ（㌧つだけ）住所、氏名（購入希望の本ノ）｛あれば、書名・著者名・

閏版社名を記入）を明記し6月10日までに十日町市公民館（市内学校町）あて
お送りください。入選者に賞金5，000円（1点）、佳作（数点）には賞品をさし上

げます。（同名の｛）のが多数σ）場合は抽せんで決定）

　　　　購　　灘　鐡難豫灘

謬

　
読
書
は
、
仕
箏
や
勉
強
、
育
児
、

レ
ジ
ャ
ー
等
に
役
立
つ
と
同
時
に
、

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
読
書
活
動
を
活
発
に
…

…
…
…
と
い
ろ
市
民
の
要
望
に
応
え

て
、
市
で
は
こ
と
し
の
市
制
二
＋
周

年
を
記
念
し
て
自
勧
車
交
庫
を
は
じ

め
ま
す
。
市
内
に
は
市
民
会
館
と
七

つ
の
地
区
公
民
館
に
図
書
室
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
施
設
を
利
用
す
る
に

は
わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
て
二
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
煩
わ
し
さ
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
自
動
車
文
庫
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
と
千
冊
以
上
の
図
書
を

満
載
し
た
専
用
パ
ス
が
市
内
の
あ
ち

こ
ち
に
巡
回
し
、
図
書
の
貸
し
出
し

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
図

書
室
に
出
掛
け
る
手
間
が
は
ぶ
け
、

い
ま
ま
で
公
民
館
の
図
書
室
な
ど
を

利
用
し
に
く
か
っ
た
地
域
の
人
達
に

も
ず
っ
と
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
運
行
開
始
は
七
丹
中
に
と
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
市
内
四
十
箇
所
の
ス

テ
ー
シ
ョ
γ
を
毎
週
火
曜
か
ら
金
曜

日
ま
で
巡
回
し
、
一
つ
の
ス
テ
ー
シ

　
　
　
　
近
藤
、

　
春
の
叙
勲
で
、
市
内
で
つ
ぎ
の
二

一
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
勲
五
等
瑞
宝
章

講
禰
近
藤
雄
羅
）

　
近
藤
氏
は
、
村
議
、
村
長
、
市
議

…
市
監
査
委
員
な
ど
通
算
二
十
二
年
間

ヨ
ン
（
停
車
時
間
約
四
十
分
）
に
は

二
週
間
に
一
回
ま
わ
り
ま
す
。

　
利
用
方
法

　
貸
し
出
し
図
書
は
お
も
に
主
婦
と

雨

老
人
向
け
の
も
の
を
用
意
し
、
児
童

図
書
も
あ
わ
せ
て
貸
し
出
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
一
回
に
二
冊
ま
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

ア
メ
シ
ロ
か
ら

　
五
月
の
中
旬
か
ら
六
月
は
緑
の
大

敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
シ

・
）
の
発
生
時
期
で
す
。
ア
メ
シ
・

は
薬
剤
散
布
だ
け
で
は
絶
滅
す
る
こ

と
が
大
変
に
困
難
で
す
。
ア
メ
シ
・

の
防
除
方
法
は
ア
メ
シ
・
の
弱
点
を

つ
か
ん
で
効
果
的
に
防
除
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
．
大
き
な
被
害
を
受
け

る
前
に
み
ん
な
で
ア
メ
シ
・
を
や
っ

つ
け
．
ま
し
ょ
う
。

　
効
果
的
な
防
除
方
法

　
庭
や
付
近
の
樹
木
を
点
検
し
’
葉

に
糸
を
は
き
ま
き
込
ん
だ
“
ス
カ
シ

状
の
葉
”
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ア
メ

シ
ロ
の
毛
虫
の
巣
で
す
。
こ
の
巣
を

入
田
氏
が
受
章

業
、
治
水
事
業
、
教
育
関
係
な
ど
に
㎜

も
大
き
な
業
績
が
あ
り
ま
し
た
。

嘩
　
　
　
　
　
　
勲
六
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
入
田
年
福
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
葉
）

　
入
田
氏
は
、
昭
和
六
年
以
来
、
一
貫

し
て
国
鉄
運
転
保
守
業
務
に
従
事
、

…
地
方
自
治
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
道
業
務
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
八
年
間
、
副
議
長
を
つ
と
め
　
　
国
鉄
千
手
運
転
支
所
助
役
を
経
て

…
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
力
。
ま
た
農
　
現
在
日
本
電
設
㈱
に
勤
務
。

緑
を
守
ろ
う

見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
切
り
落
と
し
、

踏
み
つ
ぶ
す
か
焼
き
殺
し
て
く
だ

さ
い
．

　
薬
剤
倣
布
は
町
内
（
事
業
所
）

　
単
位
で

　
ア
メ
シ
・
の
毛
虫
は
大
き
く
な
る

と
一
匹
ご
と
に
独
立
し
、
樹
木
全
体

を
食
い
荒
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
効
果
的
な
防
除

方
法
が
な
く
、
薬
剤
防
除
に
よ
っ
て

被
害
の
広
が
り
を
く
い
と
め
る
よ
り

方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の

方
法
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
な
わ

な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

町
内
ぐ
る
み
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い

　
防
除
機
具
を
貸
し
出
し
ま
す

　
市
で
は
小
型
防
除
機
（
持
ち
あ
る

き
が
で
き
る
）
を
無
料
で
貸
し
出
し

ま
す
。
高
枝
切
バ
サ
、
・
・
も
貸
し
出
し

ま
す
。

　
貸
し
出
し
は
市
政
事
務
嘱
託
員
、

町
内
防
除
班
、
各
事
業
所
単
位
で
行

な
い
ま
す
。
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ

る
町
内
は
市
農
林
課
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
　
（
含
七
ー
三
一
一
一
番
）

　
な
お
薬
剤
、
燃
料
等
は
実
施
者
か

ら
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
．
　
（
薬
剤
は
農
協
、
各
事
業
所
に

あ
り
ま
す
。
）

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
御
陣
荘
」

　
津
南
町
段
野
地
内
に
建
設
さ
れ
た
ブ
活
動
や
老
人
会
、
婦
人
会
、
青
年
…

…
総
合
福
祉
セ
ン
了
「
御
陣
荘
」
は
、
団
の
会
合
や
研
修
会
馨
に
大
い
に
㎜

…
五
月
で
一
年
を
経
過
し
ま
し
た
．
　
ご
利
用
い
た
だ
き
、
楽
し
い
百
漉

　
「
御
陣
荘
」
は
、
中
魚
沼
を
は
じ
め
　
過
ご
し
て
欲
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
…

…
圏
域
外
の
人
達
な
ど
約
一
万
六
千
人
　
ま
す
。

…
（
三
月
末
現
在
）
の
み
な
5

…
さ
ん
か
ら
ご
利
用
い
た
　
4
9

…
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
ー

　
地
区
別
利
用
人
員
は
，

…
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、

…
十
日
町
市
は
千
五
百
七

…
十
二
人
と
ご
く
わ
ず
か

㎜
で
す
。

　
十
日
町
地
域
広
域
事

…
務
組
合
（
中
魚
市
町
村

…
参
加
）
で
は
、
グ
ル
」
ll，600

“，400
「御陣荘荊用人員

U，495

II，200
地区顕颯べ

“，000
（砥回”）

2， 1，904

1， 1 572

1．4

1．2

㎜ 67
600

梱 262

200

lj

人　，地

編
川
西
中
里
村

古
町
市

豊
外
壽
町

　
公
民
館
長
に
小
林
氏

　
市
教
委
は
、
五
月
一
日
付
で
市
公

民
館
長
に
小
林
由
弘
氏
（
前
十
日
町

中
学
校
長
）
を
任
命
し
ま
し
た
．

　
小
林
氏
は
、
四
十
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
学
校
教
育
に
貢
献
。
そ
の
間

社
会
教
育
委
員
及
び
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
、
分
館
長
も
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
　
保
育
所
建
設
等

　
　
に
年
金
融
資

　
従
来
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
分
に

区
分
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
年
金
積

立
金
還
元
融
資
が
四
十
八
年
度
か
ら

一
本
化
し
て
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
本
市
関
係
は
つ
ぎ
の
建

設
事
業
費
（
四
†
八
年
度
分
）
へ
充

当
さ
れ
ま
す
。

▽
西
保
育
所
建
設
事
業
二
千
四
百
万

円
▽
ご
み
収
集
車
購
入
事
業
百
万
円

▽
飛
二
地
区
簡
易
水
道
事
業
八
百
万

円
▽
吉
田
地
区
水
源
改
良
事
業
二
百

二
十
万
円
▽
下
条
地
区
水
源
改
良
事

業
六
百
三
十
万
円

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
分
▽

総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー
「
御
陣
荘
」
建

設
事
業
千
三
百
万
円

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

分
▽
ご
み
焼
却
炉
増
設
事
業
五
千
五

百
万
円
稲
作
転
換
実
施
計
画
書

の
提
出
は
お
早
め
に

　
稲
作
転
換
を
実
施
し
て
も
計
画
書

を
提
出
し
な
い
と
お
金
が
出
ま
せ
ん

の
で
、
植
林
、
養
魚
池
等
に
転
換
し

た
水
田
も
毎
年
計
画
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
稲
作
転
換
を
実
施
す
る

水
田
を
計
画
書
に
記
入
し
て
五
月
二

十
日
ま
で
に
農
林
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
．

　
非
農
家
の
方
も
、
農
事
連
絡
員
あ

る
い
は
市
農
林
課
ま
で
お
い
で
い
た

だ
き
、
計
画
書
に
記
入
し
て
提
出
く

だ
さ
い
。



価
O
嶋
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市
役
所
で
は
、
老
人
や
心
身
の
恵
ま
れ
な

い
人
達
へ
暖
か
な
手
を
さ
し
の
べ
、
だ
れ
も

が
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ

な
施
策
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
四
月
幽
日
か
ら
、
老
人
医
療
費
助

成
や
乳
児
、
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
そ
の
範
囲
を

拡
大
し
ま
し
た
。

．
ち
森
躍
．
ー
．
∴
霧
”
溢
ギ
リ
，
∴

乙
＝
隔
一

照
甘
～

　
老
人
が
健
康
で
明
る
い
老
後
を
過

ご
す
た
め
、
昭
和
四
＋
八
年
一
月
か

ら
市
内
在
住
の
七
十
歳
以
上
の
老
人

が
お
医
者
さ
ん
の
治
療
を
受
け
た
場

合
の
医
療
費
を
助
成
す
る
老
人
医
療

費
助
成
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
，
国

保
加
入
老
及
び
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
が
受
診
し
た
場
合
、
医
療
機
関
に

自
己
負
担
分
三
割
を
支
払
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
ん
ど
は
老
人
医
療
費
と

し
て
別
に
支
払
う
制
度
が
で
き
た
わ

け
で
す
。
個
人
の
負
担
が
な
く
な
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
所
得
制
限
と
い
っ
て
、

難
　
　
！
”

おばあちゃん……血圧は正常だけ

ど余り無理しないようにね。

　　　（4月26日十日町病院で）

一
定
の
基
準
以
上
の
所
得
の
あ
る
方

は
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
こ
の
所
得
制
限
を
四
月

一
日
か
ら
撤
廃
し
、
七
十
歳
以
上
の

老
人
は
す
べ
て
医
療
費
助
成
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
，
ま
た
、
つ
ぎ
の
医

療
費
助
成
車
業
に
つ
い
て
も
同
様
に

所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

　
鰯
六
十
五
歳
～
六
十
九
歳
ま
で
の

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
及
び
ね
た
き
り

老
人
の
医
療
費
助
成

　
籔
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

事
業
（
重
度
心
身
障
害
者
、
重
度
精

神
薄
弱
者
、
重
度
身
体
障
害
者
）

国
保
の
場
合
助
成
申
請
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん

　
老
人
医
療
費
及
び
乳
児
、
妊
産

婦
医
療
費
、
ひ
と
り
暮
ら
し
及
び

ね
た
き
り
老
人
医
療
、
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
の
該
当
者
の
方
で

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

場
合
、
医
療
機
関
に
保
険
証
と
医

療
証
を
提
示
す
る
だ
け
で
助
成
申

請
書
（
老
人
医
療
の
場
合
は
請
求

書
）
は
持
参
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
歯
科
医
の
場
合
、

及
び
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
従
来
通
り
必
要
で
す
の
で
、

市
保
健
課
又
は
市
社
会
福
祉
事
務

所
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
係
か
ら
お
願
い

　
転
勤
等
で
住
所
変
毘
し
た
場
合
．

や
保
険
の
異
動
、
保
険
証
の
記
号
皿

等
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
一

市
保
健
課
又
は
市
社
会
福
祉
事
務
｛

所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
届
出
…

の
な
い
場
合
、
医
療
機
関
や
保
険
…

組
合
に
迷
惑
が
か
か
る
ば
か
り
で
一

な
く
、
本
人
か
ら
医
療
費
の
全
額
…

を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
一

り
ま
す
。

妊
産
婦
の
所
得
制
限
を
撤
廃

乳
児
、
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度

　
先
天
性
異
常
児
の
発
生
や
乳
児
の

死
亡
を
減
少
さ
せ
、
妊
産
婦
に
健
康

な
状
態
で
じ
ょ
う
ぶ
な
赤
ち
ゃ
ん
を

生
ん
で
貰
う
た
め
、
乳
児
（
一
歳
未

満
）
、
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
妊

産
婦
に
つ
い
て
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
と
し
四
月
一
日
か
ら

こ
の
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
全
部

が
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
の
済
ん
で

乳児の死亡を減少させ、妊麿婦に
健康な赤ちゃんを生んで貰うため
乳児、妊崖揚の医療費助成制麿を
実施しています。

い
な
い
方
は
、
母

子
健
康
手
帳
、
印

か
ん
、
保
険
証
、

銀
行
又
は
農
協
の

普
通
預
金
通
帳

（
国
保
を
除
く
）

を
市
役
所
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
の
点
は
市
保

健
課
へ
お
間
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
を
受
け
る
場
合

　
国
民
健
康
保
険
の
場
合
“
保
険
証

及
び
受
給
資
格
証
を
医
療
機
関
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
（
助
成
申
請
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　
社
会
保
険
の
場
合
“
保
険
証
、
受

給
資
格
証
、
医
療
費
助
成
申
請
書

（
新
し
い
用
紙
に
変
わ
り
ま
し
た
。

受
診
の
前
に
市
保
健
課
へ
）
を
医
療

機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

…
母
子
栄
養
食
品
を
支
給

難
鱗
繍

　
　
　
　
参
の
う
え
市
像
健
課
に
…

…
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
　
①
生
活
保
譲
世
帯
、

…
の
当
該
年
度
の
市
町
村
民
税
非
課
…

…
税
世
帯
、
③
前
年
分
の
所
得
税
非
…

一
課
税
世
帯
。

　
対
象
期
聞
　
妊
婦
の
場
合
、
妊
…

｝
娠
五
カ
月
目
か
ら
六
カ
月
間
と
産
…

…
後
三
カ
月
間
、
乳
児
は
生
後
四
力
…

騨
月
目
か
ら
誕
生
月
迄
の
九
カ
月
間
…

無
料
交
通
事
故
相
談

所
を
開
設

　
　
毎
月
第
三
木
曜
日
に

　
交
通
事
故
を
受
け
た
被
害
者
及
び

そ
の
家
族
の
方
を
対
象
に
、
市
役
所

市
民
相
談
室
で
無
料
交
通
事
故
相
談

所
を
開
設
し
ま
し
た
。
相
談
員
は
県

交
通
事
故
相
談
員
が
あ
た
り
ま
す
。

　
日
程
は
、
毎
月
第
三
木
曜
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
交
通
事

故
で
お
困
り
の
方
は
気
軽
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

“
美
し
い
ふ
る
さ
と
運
動
”

十
日
町
青
年
会
臓
所
が
呼
び
か
け

　
十
日
町
青
年
会
議
所
（
関
口
耕

二
理
事
長
）
は
、
自
分
達
の
ま
ぢ
は

自
分
達
の
手
で
き
れ
い
に
と
美
し

い
ふ
る
さ
と
運
動
を
展
開
し
て
㌧

ま
す
Q

　
ま
ず
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
家
の
ま
わ
り
を
清
掃
す
る
「
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
と
、
植
樹
や
花
を
い

っ
ば
い
に
す
る
「
グ
リ
ー
ン
作
戦
」

を
運
動
の
柱
と
し
て
市
民
の
み
な

さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
　
十
日
町
青
年
会
議
所
は
こ
の
運

動
の
　
環
と
し
て
、
雪
消
え
の
四

月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
、
雪
ま
つ

り
で
使
用
し
た
場
所
の
清
掃
、
ご

み
の
跡
始
末
な
ど
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
第
一
回
目
の
清
掃
に
は
、

雪
ま
つ
り
に
参
加
さ
れ
た
ふ
る
さ

と
広
場
部
会
（
3
0
団
体
）
の
人
達
も

参
加
。
水
月
寺
広
場
や
十
日
町
4

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
城
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
は
、
み
る
み
る
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
私
達
の
ま
ち
は
私
達
の
手
で
」

と
創
ろ
う
美
し
い
ふ
る
さ
と
運
動

　
　
春
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
い
話

題
と
い
え
ま
し
ょ
う

十
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ふ
る
さ
と
広

場
都
会
の
若
者
の
手
で
、
み
る
み
る

き
れ
い
に
な
っ
た
…
・

（第3種郵便物認可）昭和49年5月10日と劣ゴ『夢当（3）
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謬

　
読
書
は
、
仕
箏
や
勉
強
、
育
児
、

レ
ジ
ャ
ー
等
に
役
立
つ
と
同
時
に
、

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
読
書
活
動
を
活
発
に
…

…
…
…
と
い
ろ
市
民
の
要
望
に
応
え

て
、
市
で
は
こ
と
し
の
市
制
二
＋
周

年
を
記
念
し
て
自
勧
車
交
庫
を
は
じ

め
ま
す
。
市
内
に
は
市
民
会
館
と
七

つ
の
地
区
公
民
館
に
図
書
室
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
施
設
を
利
用
す
る
に

は
わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
て
二
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
煩
わ
し
さ
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
自
動
車
文
庫
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
と
千
冊
以
上
の
図
書
を

満
載
し
た
専
用
パ
ス
が
市
内
の
あ
ち

こ
ち
に
巡
回
し
、
図
書
の
貸
し
出
し

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
図

書
室
に
出
掛
け
る
手
間
が
は
ぶ
け
、

い
ま
ま
で
公
民
館
の
図
書
室
な
ど
を

利
用
し
に
く
か
っ
た
地
域
の
人
達
に

も
ず
っ
と
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
運
行
開
始
は
七
丹
中
に
と
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
市
内
四
十
箇
所
の
ス

テ
ー
シ
ョ
γ
を
毎
週
火
曜
か
ら
金
曜

日
ま
で
巡
回
し
、
一
つ
の
ス
テ
ー
シ

　
　
　
　
近
藤
、

　
春
の
叙
勲
で
、
市
内
で
つ
ぎ
の
二

一
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
勲
五
等
瑞
宝
章

講
禰
近
藤
雄
羅
）

　
近
藤
氏
は
、
村
議
、
村
長
、
市
議

…
市
監
査
委
員
な
ど
通
算
二
十
二
年
間

ヨ
ン
（
停
車
時
間
約
四
十
分
）
に
は

二
週
間
に
一
回
ま
わ
り
ま
す
。

　
利
用
方
法

　
貸
し
出
し
図
書
は
お
も
に
主
婦
と

雨

老
人
向
け
の
も
の
を
用
意
し
、
児
童

図
書
も
あ
わ
せ
て
貸
し
出
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
一
回
に
二
冊
ま
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

ア
メ
シ
ロ
か
ら

　
五
月
の
中
旬
か
ら
六
月
は
緑
の
大

敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
シ

・
）
の
発
生
時
期
で
す
。
ア
メ
シ
・

は
薬
剤
散
布
だ
け
で
は
絶
滅
す
る
こ

と
が
大
変
に
困
難
で
す
。
ア
メ
シ
・

の
防
除
方
法
は
ア
メ
シ
・
の
弱
点
を

つ
か
ん
で
効
果
的
に
防
除
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
．
大
き
な
被
害
を
受
け

る
前
に
み
ん
な
で
ア
メ
シ
・
を
や
っ

つ
け
．
ま
し
ょ
う
。

　
効
果
的
な
防
除
方
法

　
庭
や
付
近
の
樹
木
を
点
検
し
’
葉

に
糸
を
は
き
ま
き
込
ん
だ
“
ス
カ
シ

状
の
葉
”
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ア
メ

シ
ロ
の
毛
虫
の
巣
で
す
。
こ
の
巣
を

入
田
氏
が
受
章

業
、
治
水
事
業
、
教
育
関
係
な
ど
に
㎜

も
大
き
な
業
績
が
あ
り
ま
し
た
。

嘩
　
　
　
　
　
　
勲
六
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
入
田
年
福
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
葉
）

　
入
田
氏
は
、
昭
和
六
年
以
来
、
一
貫

し
て
国
鉄
運
転
保
守
業
務
に
従
事
、

…
地
方
自
治
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
道
業
務
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
八
年
間
、
副
議
長
を
つ
と
め
　
　
国
鉄
千
手
運
転
支
所
助
役
を
経
て

…
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
力
。
ま
た
農
　
現
在
日
本
電
設
㈱
に
勤
務
。

緑
を
守
ろ
う

見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
切
り
落
と
し
、

踏
み
つ
ぶ
す
か
焼
き
殺
し
て
く
だ

さ
い
．

　
薬
剤
倣
布
は
町
内
（
事
業
所
）

　
単
位
で

　
ア
メ
シ
・
の
毛
虫
は
大
き
く
な
る

と
一
匹
ご
と
に
独
立
し
、
樹
木
全
体

を
食
い
荒
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
効
果
的
な
防
除

方
法
が
な
く
、
薬
剤
防
除
に
よ
っ
て

被
害
の
広
が
り
を
く
い
と
め
る
よ
り

方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の

方
法
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
な
わ

な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

町
内
ぐ
る
み
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い

　
防
除
機
具
を
貸
し
出
し
ま
す

　
市
で
は
小
型
防
除
機
（
持
ち
あ
る

き
が
で
き
る
）
を
無
料
で
貸
し
出
し

ま
す
。
高
枝
切
バ
サ
、
・
・
も
貸
し
出
し

ま
す
。

　
貸
し
出
し
は
市
政
事
務
嘱
託
員
、

町
内
防
除
班
、
各
事
業
所
単
位
で
行

な
い
ま
す
。
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ

る
町
内
は
市
農
林
課
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
　
（
含
七
ー
三
一
一
一
番
）

　
な
お
薬
剤
、
燃
料
等
は
実
施
者
か

ら
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
．
　
（
薬
剤
は
農
協
、
各
事
業
所
に

あ
り
ま
す
。
）

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
御
陣
荘
」

　
津
南
町
段
野
地
内
に
建
設
さ
れ
た
ブ
活
動
や
老
人
会
、
婦
人
会
、
青
年
…

…
総
合
福
祉
セ
ン
了
「
御
陣
荘
」
は
、
団
の
会
合
や
研
修
会
馨
に
大
い
に
㎜

…
五
月
で
一
年
を
経
過
し
ま
し
た
．
　
ご
利
用
い
た
だ
き
、
楽
し
い
百
漉

　
「
御
陣
荘
」
は
、
中
魚
沼
を
は
じ
め
　
過
ご
し
て
欲
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
…

…
圏
域
外
の
人
達
な
ど
約
一
万
六
千
人
　
ま
す
。

…
（
三
月
末
現
在
）
の
み
な
5

…
さ
ん
か
ら
ご
利
用
い
た
　
4
9

…
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
ー

　
地
区
別
利
用
人
員
は
，

…
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、

…
十
日
町
市
は
千
五
百
七

…
十
二
人
と
ご
く
わ
ず
か

㎜
で
す
。

　
十
日
町
地
域
広
域
事

…
務
組
合
（
中
魚
市
町
村

…
参
加
）
で
は
、
グ
ル
」
ll，600

“，400
「御陣荘荊用人員

U，495

II，200
地区顕颯べ

“，000
（砥回”）

2， 1，904

1， 1 572

1．4

1．2

㎜ 67
600

梱 262

200

lj

人　，地

編
川
西
中
里
村

古
町
市

豊
外
壽
町

　
公
民
館
長
に
小
林
氏

　
市
教
委
は
、
五
月
一
日
付
で
市
公

民
館
長
に
小
林
由
弘
氏
（
前
十
日
町

中
学
校
長
）
を
任
命
し
ま
し
た
．

　
小
林
氏
は
、
四
十
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
学
校
教
育
に
貢
献
。
そ
の
間

社
会
教
育
委
員
及
び
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
、
分
館
長
も
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
　
保
育
所
建
設
等

　
　
に
年
金
融
資

　
従
来
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
分
に

区
分
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
年
金
積

立
金
還
元
融
資
が
四
十
八
年
度
か
ら

一
本
化
し
て
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
本
市
関
係
は
つ
ぎ
の
建

設
事
業
費
（
四
†
八
年
度
分
）
へ
充

当
さ
れ
ま
す
。

▽
西
保
育
所
建
設
事
業
二
千
四
百
万

円
▽
ご
み
収
集
車
購
入
事
業
百
万
円

▽
飛
二
地
区
簡
易
水
道
事
業
八
百
万

円
▽
吉
田
地
区
水
源
改
良
事
業
二
百

二
十
万
円
▽
下
条
地
区
水
源
改
良
事

業
六
百
三
十
万
円

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
分
▽

総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー
「
御
陣
荘
」
建

設
事
業
千
三
百
万
円

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

分
▽
ご
み
焼
却
炉
増
設
事
業
五
千
五

百
万
円
稲
作
転
換
実
施
計
画
書

の
提
出
は
お
早
め
に

　
稲
作
転
換
を
実
施
し
て
も
計
画
書

を
提
出
し
な
い
と
お
金
が
出
ま
せ
ん

の
で
、
植
林
、
養
魚
池
等
に
転
換
し

た
水
田
も
毎
年
計
画
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
稲
作
転
換
を
実
施
す
る

水
田
を
計
画
書
に
記
入
し
て
五
月
二

十
日
ま
で
に
農
林
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
．

　
非
農
家
の
方
も
、
農
事
連
絡
員
あ

る
い
は
市
農
林
課
ま
で
お
い
で
い
た

だ
き
、
計
画
書
に
記
入
し
て
提
出
く

だ
さ
い
。
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体
力
づ
く
り
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
体
育
教
室
の
開
講

　
わ
た
し
た
ち
は
、
自
分
に
適
し
た

運
動
を
規
則
正
し
く
行
な
い
、
毎
日

を
健
康
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
市
教
委
で
は
、
と
か
く
運
動
不
足

が
ち
に
な
る
婦
人
を
対
象
に
、
五
月

か
ら
婦
人
体
育
教
室
を
つ
ぎ
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
市
内
在
住
の
ご
婦

人
な
ら
ど
な
た
で
承
、
結
構
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
実
施
種
目

　
バ
レ
ー
’
ホ
ー
ル
、
　
パ
ド
、
「
・
ン
ト
ソ

体
操
、
卓
球
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
会
場
と
期
日

　
市
民
体
育
館
　
毎
週
水
曜
昼
夜
各

　
　
一
回裏
駕
嚢

　
　
○
魚

ジ
　
　
　
魚
は
肉
－
〔
同
じ
く
大
事
な

　
　
勺
ン
パ
ク
源
で
す
。
目
に
し

e
　
　
ご
り
の
な
い
、
皮
に
ツ
ヤ
の

　
　
あ
る
新
鮮
な
も
の
を
選
げ
よ

　
　
し
ょ
う
。

館
灘
轟

裟
灸
薦
嚇

　
中
条
小
学
校
　
毎
週
火
曜
夜
一
回

　
水
沢
小
学
校
　
毎
週
金
曜
夜
一
回

　
川
治
小
学
校
　
毎
週
木
曜
夜
一
回

　
い
ず
れ
も
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

九
時
三
十
分
（
昼
の
部
は
午
前
九
時

三
十
分
ー
十
一
時
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
委
社
会

教
育
課
（
奮
七
！
三
一
一
一
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ

　
ン
ヶ
に
ご
参
加
を

　
〃
明
る
い
仲
間
づ
く
り
と
体
力
づ

く
り
に
”
こ
と
し
も
お
は
よ
う
サ
イ

ク
リ
γ
グ
を
つ
ぎ
の
と
お
り
計
、
画
し

ま
し
た
。

　
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く

り
の
で
き
る
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン

グ
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
お
申
し
込
み
は
、
市
教
委
社
会
教

育
課
（
奮
七
－
三
一
一
一
番
）
へ
。

　
期
問

　
六
月
～
八
月
ま
で
の
毎
週
火
木
土

5
月
の
休
日
救
急
医

12

日
大
島
医
院
順
瞭
則

　
　
　
　
　
曾
2
1
2
9
5
7
番

19

日
十
日
町
病
院
高
田
製
南

　
　
　
　
　
曾
2
1
3
1
6
1
番

26

日
中
条
病
院
死
原

　
　
　
　
　
魯
7
－
3
0
1
8
番

曜
日
。
い
ず
れ
も
午
前
五
時
三
十
分

市
役
所
前
を
出
発
し
ま
す
。

毎
月
一
日
～
五
日

に
受
付
け

　
　
　
　
公
営
住
宅
入
居
補
欠
者

　
公
営
住
宅
（
市
営
・
県
営
）
の
入

居
補
欠
者
の
募
集
は
毎
月
一
日
～
五

日
を
受
付
期
間
と
定
め
ま
し
た
。

　
希
望
者
は
期
間
内
に
市
社
会
福
祉

事
務
所
あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
　
（
申
込
書
の
有
効
期
間
は
一
力

年
）　
入
居
時
期
は
、
現
在
の
入
居
者
が

立
退
い
た
後
の
入
居
と
な
り
ま
す
。

　
入
居
資
格

　
一
、
市
内
に
住
所
（
勤
務
先
）
が

あ
り
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
者

　
二
、
現
に
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と

　
三
、
過
去
一
ヵ
年
の
総
収
入
を
所

得
税
法
の
例
に
準
じ
て
算
出
し
た
所

得
金
額
を
稔
で
除
し
た
額
の
合
計
か

ら
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
一
万
円
を

控
除
し
た
額
が
、
五
万
八
千
円
以
下

（
第
二
種
三
万
円
以
下
、
第
一
種
三

万
円
～
五
万
八
千
円
）
で
あ
る
こ

と
。　
新
潟
県
美
術
展
覧
会

　
作
品
を
募
集

　
五
月
二
十
四
日
か
ら
七
月
十
八
日

ま
で
新
潟
、
村
上
、
上
越
’
三
条
、

長
岡
市
及
ぴ
佐
和
田
町
を
会
場
に
開

か
れ
る
第
二
十
九
回
新
潟
県
美
術
展

覧
会
の
出
品
作
品
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。
照
会
等
は
返
信

切
手
を
添
え
、
新
潟
日
報
事
業
部

（
新
潟
市
東
中
通
一
）
へ
。

　
搬
入
受
付

五
月
十
八
日
・
十
九
日
の
午
前
九
時

半
か
ら
午
後
四
時
新
潟
県
美
術
博
物

館
で
受
付
。

　
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、

彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、
写
真

　
出
品
手
数
料
　
一
点
千
五
百
円
、

一
点
増
す
ご
と
に
千
円
。

　　　　　　＋隷群
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鷲鞭馨誓
癬等等
からゴーゴーキ五一ちゃんが
ら
す
十

　
ま
月
し
者

今
場
作
ん

　
登

　
　
し
尿
汲
取
り
料

　
　
金
を
改
定

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

は
、
し
尿
の
汲
取
り
料
金
改
定
に
っ

い
て
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
＋
澱
当
り
二
十
四
円
に
改
定
し

ま
し
た
。
　
い
ま
ま
で
汲
取
り
料
金

は
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
十
八
甜
当

り
三
十
二
円
で
し
た
が
、
最
近
の
諸

物
価
、
人
件
費
、
車
の
修
理
費
等
の

値
上
り
か
ら
や
む
を
得
ず
改
定
し
た

も
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
し
尿
以
外
の
雑
物
は
、
便
槽
内
に

投
入
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
学
卒
求
人
受
付
け
開
始

　
公
共
職
業
安
定
所
は
昭
和
五
十
年

三
月
新
規
学
校
卒
業
者
の
求
人
受
け

付
け
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
。
　
早
め
に
申
し
込
み
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
高
校
は
五
月
一
日
か
ら

中
学
校
及
び
訓
練
校
は
六
月
一
日
か

ら
6

　
　
　
　
　
旭
力
丘
団
地
分

子

弓
…
　
譲
住
宅
募
集

豫
　
…
　
昭
和
四
十
九
年
度
旭
カ

ヰ
小
　
…
丘
団
地
分
譲
住
宅
を
つ
ぎ

ブラ
　
…
　
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

砂
…
希
署
は
五
月
二
士
百

お
漫
　
　
ま
で
に
市
役
所
開
発
課
（

Q
融
　
　
。
．
…
　
奮
七
⊥
三
一
一
番
）
へ

は
す
…
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
で
…
　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
㌧

　
　
　
　
な
お
、
説
明
会
を
五
月
十

　
　
さ
…

　
　
　
　
四
日
午
後
一
時
、
市
役
所

　
　
お
忘
れ
な
く

　
　
五
月
は
固
定
資
産
税
（
都
…

，
市
計
画
税
）
と
軽
自
動
車
税
…

…
の
納
期
で
す
。

会
議
室
で
開
き
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
積
立
分
譲
住
宅
三
十
五
戸

生
命
保
険
付
分
譲
住
宅
十
五
戸

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
　
内
藤
直
義
－
千

円
、
本
町
四
商
店
街
振
興
会
…
五
千

二
百
九
十
二
円
、
島
田
道
夫
（
昭
和

町
三
）
…
千
七
百
九
十
六
円
、
湯
沢

伸
二
・
－
百
円
、
松
沢
す
み
え
（
昭
和

町
一
）
五
千
円
、
前
島
興
夫
（
前
新

潟
地
方
法
務
局
十
日
町
出
張
所
長
）

…
二
万
円
、
阿
部
和
久
治
（
昭
和
町

三
）
…
三
万
円
、
春
日
市
長
（
講

師
謝
礼
）
…
五
千
円
、
竹
内
真
（
川

治
下
町
三
）
…
七
百
五
＋
円
、
宮
沢

清
（
小
黒
沢
）
…
千
円
、
信
組
十
日

町
支
店
…
七
百
円
、
市
役
所
職
員
．
：

七
百
十
円

香
典
返
し
　
佐
伯
忠
男
（
諏
訪
町
）

…
三
万
円
品
川
ト
ク
（
山
本
三
）
・
．
．

七
千
円
、
根
津
健
蔵
（
川
原
町
）
：

十
万
円
、
新
川
屋
建
設
㈱
佐
藤
一
郎

…
五
十
万
円
　
交
通
安
全
に
　
山
内

与
喜
男
（
本
町
二
）
…
五
万
円

　
市
制
施
行
二
＋
周
年
記
念
事
業

　
㈱
十
日
町
自
動
車
学
校
（
須
藤
正

男
社
長
）
…
五
十
万
円

　
青
山
茂
商
店
㈱
（
青
山
茂
社
長
）

…
五
百
万
円

　
山
火
事
に
ご
注
意

行
楽
や
山
菜
取
り
等
で
山
に
入
る
と

き
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

灘

曳
纏

湊鮮

、
ぎ

翼

〃

2，000人の民踊流し・…

　　　　　　　　　　　　　　繰りひろげられたほか、日専連　　　、

　　　　　　　　　　　　　　北陸大会関係者の市中パレー

6盤　耀編繋論嚢
　　□212号□　　　　　　　　　（下）秋田の釜9も参加

※お忘れなく一6月は市民税と国民健康保険料の納期です。

　　　■市勢／人ロ…・50，261人（男24，321人・女25，940人）／世帯数…11，354／面積一21、1。44K㎡（5月旧現在


